
































それは、慶長14年 （西暦160 9年） の総勢
30 0 0 余人、軍船10 0 余隻の樺山左衛門久
高を総大将とする薩摩軍による琉球王国の
侵攻前と侵攻後である。






























( 2)  沖縄諸島及び奄美諸島の地方行政区画
　　や地方役人の役職の実態及び行政機構
　　を知る上で貴重な史料である。

















高良は文献［3] ( p . 121)  で、「琉球近世辞令書」 と呼ん
でいる。
沖縄県教育庁文化課紀要第19号１の 『県指定有形文化
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[ 1] の 「辞令書等古文書調査報告書」
( 1978 )  と、 文 献［2］の 『県 指 定 有 形
文化財 「伊江家資料」 の概要について』






















































































































































































 （c） 「かりや・ぬき」 の丈量単位から石高制
　　 への移行。
 （d） 「一人」 の文字の欠落。
 （e） 干支の有無 （「一人」 の文字の欠落

































































































































































の他に 「の」 が来る辞令書があり、「か」 を
入れては一般化できないためである。
－　－37
　「方へまいる」 の前に 「の」 が記されてい
る辞令書を列挙すると下記の10件もある。
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を出発し、「呂宋」 「マカオ」 「北京」 を経て1805年１月
に朝鮮へ帰郷した文淳得等の漂海記。文献［20］に詳し
いので、参照されたい。





























































































































(ア )  琉球王府交付の辞令書の短辺は、古
　　   琉球紅型 （形附） 型紙の全紙の長辺
　　    の半分の法量である。
(イ )  琉球王府交付の辞令書は、古琉球紅
　　   型 （形附） 型紙の全紙の半紙が用い
　　    られている可能性がある。
(ウ )  1750年頃まで、琉球王府交付の辞令 
　　   書は、古琉球紅型 （形附） 型紙の全
　　    紙の半紙が用いられていたが、1750
　　   年以降辞令書と型紙は別々に用意さ
　　    れた可能性がある。つまり、紅型 （形
　　    附） の型紙は伝統的大きさを踏襲し、
　　    琉球で漉かれたか、あるいは依然と
　　    して中国から輸入することとした。
　　   一方の辞令書は琉球で漉いた可能性
　　    を考えることができる。








(オ )  現存する古琉球紅型 （形附） 型紙で
　　   60cm未満の型紙は、1750年代以前
　　   のものが含まれる可能性がある。　
(カ ) 現存する古琉球紅型 （形附） 型紙で
　　  60cm未満の型紙は、1750年代以後
　　  のものが柿渋を塗ることによって縮
　　   まったものである可能性がある。
　（ア） は、図４より明らかである。














































































































































































「短辺×２」 は、辞令書の 「短辺」 の
２倍を意味する。
「干支」は、「Ｅ」 が干支あり。「Ｎ」 が
干支なし。
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